
令和７年４月
林 野 庁

「選ばれる森林土木」に向けて
～森林土木工事の積算等の改善～

適正な利潤確保

生産性向上

安全性向上

● 施工実態にあった歩掛へ見直し
● 新工法等の歩掛を追加
● 森林土木工事の共通仮設費率に独自の補正を追加
● 作業時間が短くなる場合の労務費補正の追加
● 見積りを活用した積算方法の導入
● 工事規模に応じた工期の目安を設定

● 施工性の高い工種・工法の適用促進
● 工事提出書類の各種様式の簡素化
● ＩＣＴを活用した工事実施要領等の導入
● スマートフォン等を活用した立会確認の導入

● 山間奥地で通信環境を整える場合の積算方法を追加

○ 林野庁では、熱中症対策や働き方改革、円滑な施工体制の確保など、公共工事に
一斉に適用される関係省庁の制度改正・運用改善を的確に反映するとともに、森林
土木工事が行われる山間奥地の狭隘・急傾斜地の厳しい現場実態を踏まえ、森林土
木工事が地域の守り手である事業者に選ばれるよう、適正な利潤確保、生産性向上、
安全性向上に向けた取組を継続しています。
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令和７年度から実施する主な取組
～森林土木工事の積算等の改善～

・治山ダム工のコンクリートポンプ車打設において、コンクリート圧送管の
     組立・撤去回数に応じた積算方法に見直し

・岩掘削において、現場実態にあった施工機械規格を追加

・林道工事の砂利路盤工に特化した路床掘削、締固め歩掛を追加
・林道工事のコンクリート路面工の施工方法を人力施工から機械施工に変更

     し、歩掛を全面見直し

(参考２)

(参考３)

(参考３)

・かご枠工の歩掛を施工実態に合わせて見直し

【継続する取組】
・ブロック会議等で改善事項の普及啓発を徹底（「選ばれる森林土木」キャラバン）
・森林土木分野「i-Construction」の推進（各地における優良事例の把握・発信等）
・現場にとって分かりやすい設計・積算手引書を作成
・歩掛の見直し

(参考２)

・森林土木工事（治山・林道）における通勤補正について、算定の起点を支所等
を除く最寄りの市町村役場に見直し

(参考１)

(参考１)
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森林土木工事（治山・林道）の通勤補正について、
算定の起点を支所等を除く最寄りの市町村役場に見直し

（参考１）工事の通勤実態を
反映

【 算定起点の変更により、通勤時間が30分から60分となる場合】

事業 年度
片道
通勤
時間

治山工事（補正前労務費 1,002万円の事例）
林道工事（補正前労務費 1,428万円の事例） ＵＰ額
直接工事費 間接工事費等 請負工事費計

治山
Ｒ６ 30分 2,802万円 2,930万円 5,732万円

109万円
Ｒ７ 60分 2,862万円 2,979万円 5,841万円

林道
Ｒ６ 30分 3,488万円 3,274万円 6,762万円

157万円
Ｒ７ 60分 3,573万円 3,346万円 6,919万円

最寄りの市町村役場
市町村役場支所等
現場事務所等
施工現場

片道60分

片道30分

起点
本所

林道工事の砂利路盤工に特化した路床掘削、締固め歩掛を追加

令和６年度

直接工事費 間接工事費等 請負工事費計 ＵＰ額

912万円 966万円 1,878万円

528万円
令和７年度

直接工事費 間接工事費等 請負工事費計

1,182万円 1,224万円 2,406万円

【延長500ｍ、幅３ｍ、厚さ20cmの砂利路盤工を含む工事の場合】

施工形態に合わせ
歩掛を追加

砂利路盤工の締固め作業
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令和６年度

施工方法 直接工事費 間接工事費等 請負工事費計 ＵＰ額

人力施工 1,856万円 1,844万円 3,700万円

227万円
令和７年度

施工方法 直接工事費 間接工事費等 請負工事費計

機械施工 1,975万円 1,952万円 3,927万円

林道工事のコンクリート路面工の施工方法を
人力施工から機械施工に変更し、歩掛を全面見直し

【林道開設工事において1,000m2のコンクリート路面工を含む工事の場合】

現場実態に合わせ
歩掛を設定

コンクリート路面工の機械打設

（参考２）

現場実態に合わせた
積算方法に見直し

治山ダム工のコンクリートポンプ車打設において、コンク
リート圧送管の組立・撤去回数に応じた積算方法に見直し

【 圧送管延長200ｍ、うち10ｍ区間を７回組立・撤去する場合】

令和６年度
規格 数量 直接工事費 間接工事費等 請負工事費計 ＵＰ額

Ｌ=150m以上 200ｍ 2,491万円 2,668万円 5,159万円

38万円
令和７年度

規格 数量 直接工事費 間接工事費等 請負工事費計

Ｌ=150m以上
Ｌ=150m未満

200ｍ
70ｍ 2,511万円 2,686万円 5,197万円

コンクリート圧送管の組立・撤去
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令和６年度

施工機械 直接工事費 間接工事費等 請負工事費計 ＵＰ額

大型ﾌﾞﾚｰｶ
1,300kg 1,847万円 1,837万円 3,684万円

16万円
令和７年度

施工機械 直接工事費 間接工事費等 請負工事費計

大型ﾌﾞﾚｰｶ
600～800kg 1,855万円 1,845万円 3,700万円

岩掘削を含む工事において、現場実態に合わせた
施工機械規格を追加

【林道工事において礫質土600ｍ3、軟岩(Ⅰ)Ｂ200ｍ3の掘削を含む工事の場合】

現場実態に合わせ
歩掛を追加

大型ブレーカによる岩掘削

（参考３）

かご枠工の歩掛を施工実態に合わせて見直し（今後も実態調査を継続）

令和６年度

直接工事費 間接工事費等 請負工事費計 ＵＰ額

1,950万円 2,840万円 4,790万円

22万円
令和７年度

直接工事費 間接工事費等 請負工事費計

1,962万円 2,850万円 4,812万円

【治山工事において総延長50ｍのかご枠工を含む工事の場合】

現場実態に合わせ
歩掛を見直し

かご枠工の詰石作業
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